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食と笑いで健康自立の道を

〝歯を丈夫にして〟健康的な生活を

マイクッキング

食と健康元氣ツアー
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暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

さ
て
、
こ
の
三
月
十
一
日
、
午
後
二
時
四

十
六
分
の
大
震
災
は
東
北
の
街
々
を
飲
み
込

む
と
共
に
尊
い
多
く
の
人
命
を
も
飲
み
込
み

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
方
々
に
は
謹
ん
で
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。
更
に
引
き
起
こ
っ
た
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
大
事
故
も
含
め
、

ま
る
で
悪
夢
の
様
子
で
し
た
。
被
害
に
遭
わ

れ
た
皆
様
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
見
舞

い
申
し
上
げ
、
一
日
も
早
い
復
旧
と
復
興
を

お
祈
り
す
る
次
第
で
す
。

千
年
に
一
度
と
も
言
わ
れ
る
こ
う
し
た
大

震
災
に
遭
遇
し
ま
す
と
、
大
自
然
の
驚
異
と

言
う
も
の
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た

思
い
が
い
た
し
ま
す
。
も
と
も
と
日
本
は
古

来
よ
り
、
こ
の
大
自
然
を
八
百
よ
ろ
ず
の
神

と
し
て
崇
敬
し
て
来
た
民
族
で
あ
り
、
大
自

然
の
中
に
生
か
さ
れ
て
生
き
て
い
る
と
言
う

建
国
の
理
念
を
持
つ
国
で
す
。
太
陽
、
空
氣
、

水
、
そ
し
て
母
な
る
大
地
の
恩
恵
に
よ
っ
て

私
達
は
、
命
や
健
康
の
糧
で
あ
る
食
物
や
水
、

空
氣
、
太
陽
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
生
き
て

い
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
大
自
然
か
ら
の
大
変

な
恩
恵
に
欲
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と

は
ま
さ
に
畏
れ
多
く
有
り
難
た
き
こ
と
な
の

で
す
。

先
日
、
皇
室
人
で
あ
ら
れ
る
、
寬
仁
親
王

殿
下
の
著
書
を
私
の
名
入
り
で
頂
戴
い
た
し

ま
し
た
が
、
こ
の
著
書
の
中
に
、
今
上
陛
下

の
お
仕
事
と
し
て
、
全
て
の
人
類
、
国
民
の

平
和
と
安
寧
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
大
自
然

に
対
し
感
謝
を
さ
さ
げ
る
と
共
に
、
天
下
泰

平
と
五
穀
豊
穣
を
祈
る
の
が
お
仕
事
で
あ
る

と
説
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
全
国
に
あ
る
七

万
社
と
も
言
わ
れ
る
神
社
に
於
い
て
も
同
様

で
す
。
お
伊
勢
さ
ま
で
は
、
朝
昼
夜
と
神
さ

ま
に
感
謝
を
さ
さ
げ
る
行
事
が
毎
日
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
春
に
行
わ
れ
る

お
田
植
祭
は
皇
居
に
於
い
て
今
上
天
皇
み
ず

か
ら
田
植
を
さ
れ
、
稔
り
の
秋
に
も
稲
刈
り

に
勤
し
み
、
そ
し
て
そ
の
初
穂
は
自
ら
お
食

べ
に
な
る
前
に
伊
勢
神
宮
に
奉
納
さ
れ
、
十

月
十
七
日
神
さ
ま
に
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ

く
行
事
、「
神
嘗
祭
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
私

も
一
度
特
別
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
そ
の
一
ヶ
月
後
の
十
一
月
二
十

三
日
の
「
新
嘗
祭
」
は
勤
労
感
謝
の
日
（
祝

日
）
と
な
っ
て
い
て
、
初
め
て
自
ら
作
ら
れ

自
然
の
恩
恵
を
思
い

大
自
然
を
畏
れ
敬
う
心

一
般
財
団
法
人　

食
と
健
康
財
団　

理
事
長�

岩
崎�

輝
明
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た
新
米
を
召
し
上
が
る
の
で
す
。
こ
の
よ
う

に
改
め
て
考
え
て
み
ま
す
と
私
達
の
命
と
健

康
の
根
源
は
太
陽
、
空
氣
、
水
、
母
な
る
大

地
な
ど
大
自
然
の
恵
み
に
他
な
ら
な
い
の
で

す
。
ま
さ
に
大
自
然
に
生
か
さ
れ
生
き
て
い

る
こ
と
な
の
で
す
。

私
は
か
つ
て
親
し
く
お
付
き
合
い
を
い
た

だ
い
て
い
た
方
に
塩
谷
信
男
先
生
と
言
う
偉

大
な
医
学
者
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
塩
谷
先
生

は
弱
か
っ
た
自
分
の
体
を
東
大
医
学
生
時
代

の
恩
師
で
あ
っ
た
二
木
謙
三
先
生
か
ら
玄
米

自
然
食
と
腹
式
呼
吸
法
の
指
導
を
受
け
、
そ

の
実
践
で
メ
キ
メ
キ
と
健
康
の
回
復
を
果
さ

れ
大
活
躍
を
し
、
一
〇
六
才
の
健
康
長
寿
を

全
う
さ
れ
た
方
で
も
あ
り
ま
す
。
塩
谷
先
生

は
心
霊
研
究
に
も
長
じ
て
お
ら
れ
、
目
に
見

え
な
い
も
の
迄
見
通
せ
る
能
力
も
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
お
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
先
生
は
、

現
代
人
の
欲
得
は
益
々
募
り
不
自
然
な
形
で

地
球
を
痛
め
つ
づ
け
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
人

間
の
悪
想
念
が
続
く
と
二
〇
一
〇
年
頃
、
地

球
を
破
滅
す
る
よ
う
な
大
災
害
が
地
球
規
模

で
引
き
起
こ
っ
て
く
る
と
告
げ
ら
れ
た
と
言

い
ま
す
。
そ
の
た
め
こ
の
破
滅
を
救
う
為
の

想
念
す
る
運
動
を
全
国
的
に
起
こ
さ
れ
ま
し

た
。
塩
谷
先
生
九
十
才
の
折
り
の
事
で
す
。

そ
の
著
書
「
地
球
の
破
滅
を
救
う
」（
東
明

社
）
他
五
冊
の
著
作
も
さ
れ
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
塩
谷
先
生
亡
き
あ
と
こ
の
こ
と
は
現
実

の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

私
達
、
日
本
人
は
大
自
然
の
恵
み
に
生
か

さ
れ
て
生
き
て
い
る
と
言
う
感
謝
と
謙
虚
な

精
神
と
共
に
地
球
環
境
を
守
り
自
然
を
大
切

に
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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平成23年度　事業計画
基 本 方 針
食事の欧米化や食生活の乱れによって生活習慣病が急増して
います。
日本では年間およそ100万人が亡くなっており、そのうち
35万人ががん、16万人が心臓疾患、13万人が脳疾患です。
この三大生活習慣病で63％を占めています。死亡原因のト
ップのがんは3人に１人が死亡しています。
また高血圧症は30歳以上の半分の男性、女性が40％で4千
万人いるといわれています。
今や国民病となった糖尿病は予備軍を含め2千2百万人と発
表されています。
こうした状況にあって、2008年4月からメタボリック症候
群の予防、改善を目指す特定健診・特定保健指導制度もスター
トしたところです。
また、ノロウイルスや新型インフルエンザの蔓延など人々の
健康を揺るがす事態も発生しています。
当財団は北海道で第１号の一般財団の認可を昨年４月に受け
ました。
平成２３年度は新財団の２年目に入りますが、食品の衛生、
食品の安全・安心の啓発活動、食生活の改善に関する調査研究
や食育等をおこなうとともに、病気の予防と健康の増進に寄与
してまいりたいと考えています。

事 業 計 画
1　調査研究
不特定多数の方々の病気の予防及び健康の増進に寄与するこ
とを目的とし、食品の安全性、食生活の改善及び食育などに関
する資料を収集し、調査研究及び情報誌などの発行をし、各種
財団事業の推進に活用します。

2　会報の発行
専門知識を有する管理栄養士、医師、教育者、料理研究家等
からの情報、さらに各種フォーラムの情報をもとに、明るく読
みやすい財団の広報誌｢輝｣を年2回発行します。
大学・短大、官庁、市町村教育委員会、賛助会員、財団行事
参加者などの関係者に無料で配布します。

3　「食と健康通信」の発刊
専門知識を有する管理栄養士、医師、教育者、料理研究家等
からの情報も加えて｢食と健康通信｣を年2回発行します。
内容としては、ラジオ放送での講演内容や「食と文化フォー
ラム」「食と健康フォーラム」など各種講演会や各種健康情報
や健康・栄養に関する情報を提供していきます。
大学・短大、賛助会員、財団行事参加者などの関係者に無料
で配布します。

4　マスメディアの活用
ホームページで引き続き財団の事業活動内容の広報・啓発活
動の強化や関係行事・事業のお知らせなど情報発信をしてまい
ります。
・講演内容、ラジオ放送分についても聞けるようにしていき
ます。
・財団の1年間の事業報告及び収支決算書等、また事業計画・
予算などもホームページ上に掲載しています。

＊アドレスhttp://www.hokkaido-fst.or.jp/
・ラジオ放送も引続き実施し、食品衛生、食品の安全・安心、
食育、メタボリック症候群対策などの情報提供をしていきます。

5　普及啓発事業
「食と文化フォーラム」、「食と健康フォーラム」「食と健康元
氣ツアー」や「料理教室」の開催をはじめとする各種事業活動
の機会を活用し、また、広報誌「輝」、「食と健康通信」の配布
やホームページなど多様な媒体を生かして、賛助会員数の増加
を図ります。

6　「食と文化フォーラム」の開催
平成２３年度は「食から見直そう健康美と生活習慣病」をテ

ーマに、夕張希望の杜夕張医療センターの村上智彦先生と、ミ
ス・ユニバースジャパン公式栄養コンサルタントのエリカ・ア
ンギャルさんを招き、毎日新聞社と共催して第１７回食と文化
フォーラムを開催いたしました。

7　各種食事教育事業の実施
日本綜合医学会北海道総支部との連携による食養・予防医療・

地域医療などに係わる事業を実施していきます。平成２３年度
は財団法人　生命科学振興会理事長の　渡邊　昌先生の講演を
予定しています。

8「食と健康フォーラム」など
　　　　　講習会・研修会等の活動
食品の安全性、食生活の改善及び食育などに関する講演会・

研修会等を各地域で開催します。

9　食と健康・元氣ツアーの開催
真の豊かな伝承的食文化を推進することを目的とし、食に関

する健康講座、自然食と有機農産物の賞味・収穫体験事業を専
門知識を有する管理栄養士等が同行し、実施します。
春の部は６月２２日、秋の部は９月１９日を予定しています。

秋の部は収穫祭も同日に実施します。

10　料理教室の実施
不特定多数の方々への食品衛生の啓蒙と食文化の継承、食育

の実践活動を目的とした料理教室を、一般の方々を対象として
開催を予定しています。
食育・食品衛生関係などの講演との同時実施を予定していま

す。
また、他団体の食養セミナー等の料理教室に参加します。　

11　 食生活指導
専門知識を有する管理栄養士が不特定多数の方々の病気の予

防及び健康の増進に寄与することを目的とし、一般の方々に
様々な機会を活用して、食品の安全性、食生活の改善及び食育
などに関する食生活指導を行います。

12　 その他の事業
①健康・栄養相談業務
専門知識を有する管理栄養士が不特定多数の方々の病気の

予防及び健康の増進に寄与することを目的とし、食品の安全
性、食生活の改善及び食育などに関する健康・栄養相談を各
企業、団体等に対して行います。

②食生活の改善に関する啓発活動として財団関係者などが講演
した内容をまとめＣＤにして普及します。

一
般
財
団
法
人
の
認
可
を
受
け
て

１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
食
と
健
康

財
団
の
平
成
23
年
度
一
回
理
事
会
・

評
議
員
会
が
５
月
30
日
（
月
）
に
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。冒

頭
、
岩
崎
輝
明
理
事
長
か
ら
、

次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

「
４
月
22
日
に
は
「
第
17
回
食
と
文

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
約

１
０
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
今
年
は
、
夕
張
希
望
の
杜
理
事

長
の
村
上
智
彦
先
生
と
ミ
ス
・
ユ
ニ

バ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
公
式
栄
養
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
エ
リ
カ
・
ア
ン
ギ
ャ

ル
さ
ん
を
お
招
き
し
、
美
と
健
康
と

食
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
大
変
好
評
で
し
た
。

年
々
参
加
人
数
も
増
え
、
食
と
健
康

と
い
う
面
で
道
民
の
方
々
の
啓
蒙
に

つ
な
が
る
の
で
は
。」
そ
の
後
、
議

事
に
入
り
、
平
成
22
年
度
の
事
業
報

告
と
決
算
報
告
に
つ
い
て
理
事
会
に

引
き
続
き
、
評
議
員
会
で
も
慎
重
な

ご
審
議
を
い
た
だ
き
全
て
の
案
件
が

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
・

評
議
員
会

理
事
会
・

評
議
員
会
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日
本
綜
合
医
学
会
第
4
回
北
海
道
大
会

『
―
北
か
ら
の
発
信
―

　
食
と
笑
い
で
健
康
自
立
の
道
を
』

食
と
健
康
財
団
が
後
援
し
た
、

日
本
綜
合
医
学
会
第
4
回
北
海

道
大
会
が
２
０
１
０
年
10
月
２

日
か
で
る
２
．
７
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
昇
幹
夫
氏
に
よ
る
基

調
講
演
『
あ
な
た
の
笑
顔
な
に

よ
り
薬
！
』
と
パ
ネ
ル
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
『
食
と
生
活
習

慣
病
の
予
防
・
改
善
に
つ
い
て
』

の
模
様
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お

伝
え
し
ま
す
。

―北からの発信―
食と笑いで健康自立の道を



2011（平成23）年7月25日　かがやき　第36号　6

N
P
O
法
人
日
本
綜
合
医
学
会　

理
事
長　

岩
崎
　
輝
明

本
日
は
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
、
日
本
の
健
康
状

態
は
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
状
況
で

す
。
癌
は
毎
年
２
～
３
％
ず
つ
増

え
、
１
年
間
に
35
万
人
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。
２
番
目
が
心
臓
疾

患
で
約
16
万
人
。
３
番
目
が
脳
疾

患
で
13
万
人
。
全
死
亡
者
の
63
％

近
く
は
３
大
生
活
習
慣
病
で
命
を

落
と
し
て
い
ま
す
。
糖
尿
病
は
予

備
軍
を
含
め
る
と
２
２
１
０
万
人
、

高
血
圧
症
が
４
０
０
０
万
人
。
去

年
の
医
療
費
は
35
兆
３
０
０
０
億

で
、
介
護
医
療
費
を
足
す
と
日
本

の
税
収
を
遥
か
に
上
回
っ
て
い
ま

す
。皆

さ
ん
、
生
活
習
慣
病
は
自
分

の
生
活
習
慣
や
体
質
が
原
因
で
な

る
病
気
で
す
。
正
し
い
食
生
活
で

免
疫
を
高
め
、
笑
い
を
生
活
に
取

り
入
れ
て
、
自
分
で
健
康
管
理
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
り
ま

せ
ん
。
私
が
そ
れ
に
目
覚
め
た
の

が
昭
和
46
年
で
す
。
食
事
改
善
で

健
康
を
と
取
り
組
み
、
今
年
で
40

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
私
た
ち
の

体
は
食
べ
物
で
で
き
て
い
ま
す
。

食
が
血
に
な
り
、
血
が
肉
に
な
る

の
で
す
。
食
事
が
乱
れ
、
道
理
か

ら
外
れ
て
い
る
か
ら
生
活
習
慣
病

に
な
り
、
医
療
費
が
か
か
る
の
で

す
。
食
べ
物
を
改
善
し
た
ら
医
療

費
は
半
分
も
か
か
ら
な
い
で
済
む

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

今
日
は
皆
さ
ん
、
面
白
い
時
は

思
い
っ
き
り
笑
っ
て
免
疫
を
高
め

て
、
よ
し
、
明
日
か
ら
自
分
の
健

康
は
自
分
の
責
任
で
守
ろ
う
と
い

う
具
合
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

そ
し
て
医
療
費
が
減
っ
て
日
本
が

元
気
を
取
り
戻
す
よ
う
な
大
会
に

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

開
会
の
ご
挨
拶

岩崎　輝明
一般財団法人 食と健康財団
理事長
NPO法人日本綜合医学会 理事長

1944年、札幌市生まれ。72年
に玄米酵素を設立し、代表取締役
に就任。玄米酵素と正しい食事の
指導に乗り出す。更生保護法人 北
海道地方更生保護協会副理事長、
財団法人札幌がんセミナー理事、
北海道日中経済友好協会副会長な
どを歴任。93年一般財団法人　
食と健康財団を設立し、理事長就
任。10年4月より現在の名称とな
る。07年にNPO法人日本綜合医
学会理事長に就任。著書に「食事
道のすすめ」（毎日新聞社北海道
支社）など。
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吉
木
氏　

今
日
の
講
演
者
は
昇
幹
夫
先
生
で

す
。
大
変
立
派
な
経
歴
を
お
持
ち
の
先
生
で

す
。
先
生
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
お
手
元
の
資

料
を
御
覧
く
だ
さ
い
。
紹
介
し
て
お
く
事
は
、

ち
ゃ
ん
と
し
た
産
婦
人
科
の
専
門
医
で
あ
り
、

日
本
笑
い
学
会
の
副
会
長
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
今
日
の
ご
演
題
は
「
あ
な
た
の
笑
顔
な

に
よ
り
薬
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昇
先
生
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昇
氏　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
食
べ
物

を
変
え
る
と
人
生
が
変
わ
る
と
い
う
お
話
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
現
役
の
産
婦
人

科
医
で
す
。
今
は
超
音
波
で
お
腹
の
赤
ち
ゃ

ん
の
表
情
ま
で
全
部
撮
れ
ま
す
。
お
母
さ
ん

の
機
嫌
が
い
い
と
赤
ち
ゃ
ん
も
笑
っ
て
い
る
。

お
母
さ
ん
が
イ
ラ
イ
ラ
す
る
と
脈
が
速
く
な

っ
て
イ
ラ
イ
ラ
が
全
部
赤
ち
ゃ
ん
に
う
つ

る
。
胎
教
の
根
拠
で
す
ね
。
妊
娠
５
ヶ
月
か

ら
耳
は
全
部
聞
こ
え
ま
す
。
身
体
の
中
の
音

も
外
の
夫
婦
喧
嘩
も
全
部
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

一
番
良
く
聞
こ
え
る
音

は
す
ぐ
隣
の
心
臓
で
す
。

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

心
臓
側
に
抱
く
の
は
そ

の
ほ
う
が
落
ち
着
く
か

ら
で
す
。
心
臓
の
下
に

胃
が
あ
り
子
宮
、
羊
水

が
あ
り
ま
す
。
胃
の
下

に
羊
水
。
皆
さ
ん
は
井

上
陽
水
と
言
い
ま
す
ね

（
笑
）。

皆
さ
ん
の
笑
っ
た
顔
、

と
っ
て
も
い
い
で
す
ね
。

人
間
の
体
は
使
え
ば
発

達
、
使
わ
な
け
れ
ば
退

化
し
ま
す
か
ら
、
難
し

い
顔
ば
か
り
し
て
い
る

と
そ
の
表
情
筋
が
発
達

し
て
仏
頂
面
に
な
り
ま

す
。
顔
は
生
ま
れ
た
ま

あ
な
た
の
笑
顔
な
に
よ
り
薬
！

基
調
講
演

元
気
で
長
生
き
研
究
所　

所
長
　
昇
　
幹
夫 

先
生

昇　幹夫
元気で長生き研究所 所長
産婦人科医
日本笑い学会 副会長
NPO法人日本綜合医学会 理事

1947年、鹿児島県生まれ。 九州
大学医学部卒業。麻酔科･産婦人科
専門医。

大阪市や岡山市で現在でも月に10
人の赤ちゃんを取り上げる現役産科
医。

また、日本笑い学会副会長として、
笑いの医学的効用を全国で年間100
回も講演。ガン患者とのモンブラン、
富士登山の体験からガンとの共生法
を語る、自称『健康法師』。

著書『泣いて生まれて笑って死の
う』、『笑って長生き』、『笑いと食と
健康と』

http://homepage2.nifty.com/
smilenobori/

―北からの発信―
食と笑いで健康自立の道を
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ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
い
顔
を
作
る
。
そ

れ
は
一
生
の
仕
業
。
明
る
い
顔
が
ま
わ
り
を

明
る
く
、
暗
い
顔
は
暗
く
し
ま
す
。
い
い
顔

を
作
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
？
鏡
に
向
か

っ
て
ニ
ッ
コ
リ
す
れ
ば
い
い
。
そ
う
す
る
と

人
の
目
を
見
た
だ
け
で
ニ
ッ
コ
リ
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
顔
に
は
そ
の
人
の
生
活
が

出
ま
す
。
健
康
状
態
、
人
生
そ
の
も
の
が
出

る
。
だ
か
ら
男
の
顔
は
履
歴
書
と
い
い
ま
す

ね
。
で
は
女
の
顔
は
？
請
求
書
と
い
っ
た
人

が
い
ま
す
（
笑
）。

今
笑
っ
た
人
は
体
の
中
で
癌
細
胞
が
百
個

く
ら
い
消
え
ま
し
た
。
大
笑
い
す
る
と
、
癌

細
胞
を
や
っ
つ
け
る
Ｎ
Ｋ
細
胞
と
い
う
リ
ン

パ
球
が
非
常
に
活
性
化
す
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
、
脳
の
中
に
ミ
ラ
ー

神
経
細
胞
と
い
う
細
胞
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
ミ
ラ
ー
、
鏡
。
相
手
と
同
じ
顔

に
な
る
。
ニ
コ
ニ
コ
す
る
と
ま
わ
り
も
ニ
コ

ニ
コ
、
難
し
い
顔
を
し
て
い
る
と
向
こ
う
も

そ
う
な
る
。
そ
う
い
う
細
胞
が
発
見
さ
れ
た

の
で
す
。

次
に
胎
内
記
憶
、
誕
生
の
記
憶
の
話
で
す
。

２
～
４
歳
の
子
供
に
産
ま
れ
て
来
た
時
ど
う

だ
っ
た
、
お
腹
の
中
を
覚
え
て
い
る
？
と
聞

い
た
ら
３
人
に
１
人
は
答
え
る
と
い
う
デ
ー

タ
が
７
年
前
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。「
お
母

さ
ん
、
冷
た
い
も
の
ば
っ
か
り
食
べ
て
と
っ

て
も
寒
か
っ
た
」。「
お
母
さ
ん
、
タ
バ
コ
を

飲
ん
だ
か
ら
苦
し
か
っ
た
」。
こ
う
し
た
言

葉
は
本
に
な
っ
て
出
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で

も
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
胎
内
記
憶
。
そ
れ
は

よ
り
強
い
親
子
の
絆
を
結
ん
で
く
れ
る
は
ず

で
す
。

で
も
誰
も
が
親
に
な
れ
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
婦
人
科
の
治
療
の
半
分
は
不
妊
症
で

す
。
男
が
悪
い
ケ
ー
ス
が
す
ご
く
増
え
ま
し

た
。
10
年
ほ
ど
前
に
平
均
年
齢
21
歳
の
60
人

の
精
子
を
調
べ
た
ら
、
ま
と
も
だ
っ
た
の
は

２
人
し
か
い
な
か
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
60
人
の
８
割
が
ハ
ン
バ
ー
ガ

ー
、
カ
ッ
プ
麺
を
常
食
し
て
い
ま
し
た
。
あ

ん
な
の
ば
っ
か
り
食
べ
て
い
た
ら
ど
う
な
り

ま
す
か
？
今
10
代
の
糖
尿
病
、
高
血
圧
は
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
犯
罪
も
ど
ん
ど
ん
低
年

齢
化
し
て
い
ま
す
。

「
食
」
と
い
う
字
は
人
を
良
く
す
る
と
も

読
め
ま
す
ね
。「
癌
」
は
口
を
三
つ
も
書
い

て
山
ほ
ど
食
っ
た
と
い
う
字
で
す
よ
ね
。
基

本
的
に
は
動
物
の
餌
は
全
部
「
ナ
マ
」
で

す
。
人
は
本
来
、「
ナ
マ
食
」
を
す
べ
き
で
す
。

で
も
「
ナ
マ
」
は
そ
ん
な
に
食
べ
ら
れ
な
い
。

だ
か
ら
火
を
使
い
、
調
味
料
を
入
れ
る
。
す

る
と
旨
く
な
っ
て
食
い
過
ぎ
て
病
気
に
な
る

の
で
す
。
病
気
の
２
大
原
因
は
食
い
過
ぎ
と

低
体
温
で
す
。
一
番
「
ナ
マ
」
が
多
い
食
事

は
和
食
で
す
。
和
食
は
ヘ
ル
シ
ー
と
言
わ
れ

る
所
以
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

ご
飯
、
味
噌
汁
、
漬
物
、
納
豆
、
全
部
ひ

ら
が
な
で
す
。
パ
ン
・
バ
タ
ー
・
ジ
ャ
ム
・

コ
ー
ヒ
ー
・
チ
ー
ズ
は
全
部
カ
タ
カ
ナ
で
す
。

添
加
物
が
多
い
の
は
ど
ち
ら
で
す
か
？
白
米

で
は
だ
め
だ
と
言
う
な
ら
五
分
か
七
分
、
ま

た
は
粟あ
わ

と
か
稗ひ
え

を
混
ぜ
る
と
栄
養
学
的
に
満

点
で
す
。
そ
し
て
お
料
理
す
る
人
は
絶
対
に

吉木　敬
日本綜合医学会北海道総支部　総支部長
北海道大学名誉教授

1940年北海道生まれ。1965年北大医学部医学科卒
業。1983年市立札幌病院中央検査科主任医長職を経て、
1988年北大医学部病理学第1講座教授。2001年㈱ジェ
ネティックラボ代表取締役会長に就任。国立大学（北大）
発バイオベンチャー第1号。遺伝子受託解析研究で知られ
る。レトロウイルスの病因論的研究を永年にわたって遂行
し、2005年HTLV-I感染症のモデル動物の開発と解析で
北海道科学技術賞を受賞。日本病理学会名誉会員、日本
癌学会名誉会員、日本免疫学会功労会員。
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ぼ
け
な
い
。
手
を
使
っ
て
頭
を
使
う
。
男
も

料
理
を
や
り
ま
し
ょ
う
。

か
つ
て
沖
縄
は
長
寿
日
本
一
で
し
た
。
そ

れ
が
２
０
０
０
年
に
26
位
ま
で
男
性
が
落
ち

ま
し
た
。
沖
縄
は
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ

が
日
本
一
多
い
。
す
っ
か
り
若
い
世
代
が
ア

メ
リ
カ
食
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
、
体
外

授
精
は
１
年
間
に
２
万
人
も
い
ま
す
。
理
由

の
半
分
は
男
の
精
子
が
悪
い
か
ら
で
す
。
食

を
変
え
な
い
で
何
と
か
し
た
い
と
い
う
の
は

無
理
で
す
よ
。

今
の
日
本
の
食
卓
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
私
の
友
人
が
１
２
０
家
族
の
１
週

間
の
朝
昼
晩
の
食
事
を
全
部
写
真
に
撮
っ
て

調
べ
ま
し
た
。
す
る
と
子
供
の
好
き
な
も
の

ば
か
り
食
べ
さ
せ
、
52
％
も
の
子
供
が
野
菜

不
足
で
便
秘
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
便
秘
に
効
果
の
あ
る
食
品
は
ご
飯

で
す
。
米
が
異
な
る
と
書
い
て
「
糞
」。
米

を
食
わ
ん
で
糞
が
出
る
か
っ
て
い
う
話
で
す
。

小
さ
い
時
に
本
来
の
食
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。

大
阪
で
玄
米
食
を
子
供
達
に
提
供
し
て
い
る

保
育
園
が
あ
り
ま
す
。
去
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
り
ま
し
た
ね
。
そ
こ
の
園
児
１
９

０
人
の
う
ち
、
か
か
っ
た
の
は
３
人
だ
け
で

し
た
。
手
洗
い
も
マ
ス
ク
も
し
ま
せ
ん
。
食

だ
け
で
免
疫
力
が
ア
ッ
プ
出
来
る
の
で
す
。

白
人
と
日
本
人
は
遺
伝
子
が
違
い
ま
す
。

今
か
ら
一
万
年
前
に
３
つ
の
農
業
形
態
が
で

き
ま
し
た
。
我
々
の
主
食
は
穀
類
と
豆
で

す
。
南
が
芋
で
北
は
酪
農
と
小
麦
。
我
々
の

先
祖
は
何
度
も
飢
饉
を
体
験
し
て
飢
餓
に
強

い
。
少
な
い
カ
ロ
リ
ー
、
脂
肪
で
生
存
で
き

る
飢
餓
耐
性
遺
伝
子
が
あ
り
ま
す
。
低
カ
ロ

リ
ー
・
低
脂
肪
で
生
き
ら
れ
る
体
に
、
高
カ

ロ
リ
ー
・
高
脂
肪
を
毎
日
入
れ
た
ら
ど
う
な

り
ま
す
か
？
す
ぐ
に
糖
尿
病
で
す
。
今
増
え

て
い
る
乳
が
ん
も
原
因
の
８
割
は
洋
食
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
ア
ト
ピ
ー
も
お
母
さ
ん
の
食
事

が
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
だ
っ
た
ら
起
こ
っ
て
当
た

り
前
で
す
よ
。

そ
し
て
添
加
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ト
ラ
ン

ス
脂
肪
酸
。
別
名
シ
ョ
ー
ト
ニ
ン
グ
と
言
っ

て
菓
子
パ
ン
な
ど
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

外
国
で
は
法
律
で
全
部
禁
止
。
日
本
で
は
野

放
し
で
す
。
一
番
入
っ
て
い
る
の
は
マ
ー
ガ

リ
ン
で
す
。
ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
は
心
臓
病
・

ぜ
ん
そ
く
・
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
ハ
ン
バ
ー
グ
の
半
分
は
脂

肪
で
す
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
油
に
溶
け
ま
す
。

体
内
に
蓄
積
さ
れ
た
ら
男
性
の
場
合
は
精
子

の
異
常
、
女
性
は
子
宮
内
膜
症
に
つ
な
が
り

ま
す
。

で
は
ど
う
や
っ
て
、
こ
の
食
の
大
切
さ
を

子
供
達
に
伝
え
る
か
。
そ
れ
を
10
年
前
に
考

え
た
小
学
校
の
校
長
先
生
が
い
ま
す
。
こ
の

先
生
は
父
兄
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
「
弁
当

―北からの発信―
食と笑いで健康自立の道を
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の
日
」
を
作
り
ま
し
た
。
作
る
の
は
親
で
は

な
く
５
・
６
年
生
の
子
供
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー

を
考
え
買
い
物
に
行
き
、
調
理
を
し
て
後
片

付
け
。
全
部
子
供
が
や
り
ま
す
。
す
る
と
子

供
は
食
に
興
味
を
持
ち
始
め
ま
す
。
親
に
も

い
ろ
ん
な
質
問
を
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
買

い
物
に
一
緒
に
行
っ
て
も
好
き
な
お
菓
子
だ

け
を
放
り
込
ん
で
い
た
子
供
が
変
わ
っ
て
く

る
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
の
新し
ん

谷や

弘ひ
ろ

美み

教
授
は

お
腹
の
中
を
最
も
た
く
さ
ん
見
た
先
生
で
す
。

先
生
に
よ
る
と
、
正
常
な
人
の
腸
は
き
れ
い

で
す
が
、
日
本
人
が
乳
製
品
や
肉
を
毎
日
食

べ
る
と
異
常
な
ガ
ス
が
発
生
し
て
、
粘
膜
が

へ
こ
ん
で
ポ
ケ
ッ
ト
憩け
い

室し
つ

が
出
来
、
そ
こ
に

便
が
た
ま
る
そ
う
で
す
。
で
も
そ
れ
ら
の
人

が
穀
物
と
野
菜
を
主
食
と
す
る
「
穀
菜
人
」

に
な
っ
た
ら
、
わ
ず
か
４
週
間
で
き
れ
い
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
の
食
卓
を
カ
タ
カ
ナ
か
ら
ひ
ら
が

な
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。
カ
ロ
リ
ー
は
一
緒
で

す
が
自
給
率
は
倍
に
な
り
ま
す
。
食
と
笑
い

と
健
康
で
穀
菜
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
生
活

習
慣
病
の
代
表
は
癌
で
す
。
悪
い
と
こ
ろ
だ

け
ち
ょ
ん
切
っ
て
元
の
環
境
に
戻
す
と
確
実

に
再
発
を
し
ま
す
。
原
因
の
２
割
が
頑
張
り

す
ぎ
。
食
が
３
割
。
そ
し
て
心
の
持
ち
方
が

半
分
で
す
。
気
持
ち
、
心
が
体
を
変
え
ま
す
。

数
年
前
か
ら
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
健
康
の
定
義
と
し

て
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
健
康
と
言
い
出
し

ま
し
た
。
真
ん
中
に
ス
ピ
リ
ッ
ト
、
魂
。
マ

イ
ン
ド
は
そ
の
外
、
一
番
外
側
に
ボ
デ
ィ
、

体
。
こ
の
字
は
本
来
、
空
陀
、
ま
た
は
空
魂

と
書
い
た
の
で
す
。
土
で
人
形
を
作
っ
て
鼻

か
ら
魂
を
吹
き
こ
ん
だ
と
い
う
意
味
で
す
。

人
間
気
持
ち
が
変
わ
る
と
体
が
変
わ
り
ま
す
。

魂
の
打
ち
震
え
る
程
の

感
動
。
わ
く
わ
く
・
ど

き
ど
き
が
皆
さ
ん
に
あ

り
ま
す
か
？
ぜ
ひ
生
き

て
い
る
っ
て
い
い
な
と

い
う
体
験
を
し
て
み
て

下
さ
い
。
そ
し
て
私
の

話
が
き
っ
か
け
に
な
っ

て
今
日
ま
で
の
食
事
を

明
日
か
ら
見
直
す
よ
う

に
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

吉
木
氏　

カ
タ
カ
ナ
の
食

事
か
ら
ひ
ら
が
な
の
食

事
。
日
本
人
に
は
日
本

人
ら
し
い
食
事
が
い
か

に
大
事
か
と
い
う
こ
と

を
強
調
さ
れ
た
よ
う
に

も
思
い
ま
す
。
も
う
一

つ
大
事
な
事
は
、
お
母

さ
ん
の
食
生
活
ま
た
は

食
習
慣
が
子
供
に
非
常

に
大
変
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
。
妊
婦

の
方
は
や
っ
ぱ
り
自
分
の
心
を
非
常
に
豊
か

に
保
つ
、
と
い
う
こ
と
は
生
ま
れ
て
く
る
お

子
さ
ん
に
と
っ
て
は
非
常
に
大
切
だ
と
言
う

こ
と
も
強
調
さ
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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村
松
氏　

こ
れ
か
ら
約
１
時
間
半
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
司
会
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
最
初
に
夕
張
市
長
の
藤

倉
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

藤
倉
氏　

夕
張
市
は
財
政
破
綻
の
借
金
が
ま

だ
３
２
２
億
円
残
っ
て
い
ま
す
。
人
口
は

１
万
１
０
４
２
人
。
65
歳
以
上
が
44
％
で

こ
の
う
ち
独
り
暮
し
が
１
６
８
０
人
で
す
。

私
は
市
長
と
し
て
『
生
き
生
き
元
気
』『
明

る
い
夕
張
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
奮
闘
し
て

お
り
ま
す
。『
前
向
き
、
笑
い
』
が
夕
張

に
は
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
私
自
信
明

る
く
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。（
禿
頭
に

あ
ら
ず
）
私
の
健
康
法
を
ご
披
露
い
た
し

ま
す
。
１
つ
め
は
、
と
に
か
く
声
を
だ
す

こ
と
。（
寝
て
も
覚
め
て
も
）
２
つ
め
は
、

た
だ
た
だ
歩
く
こ
と
。（
無
料
の
自
分
の

足
で
）
３
つ
め
は
、
一
人
で
二
役
を
演
じ

る
こ
と
。（
も
う
一
人
の
自
分
と
の
共
演
）

私
は
、
毎
朝
４
時
30
分
か
ら
裏
山
を
散

歩
し
ま
す
。
手
足
に
約
５
キ
ロ
の
ウ
エ
イ

ト
を
つ
け
３
キ
ロ
の
鉄
棒
を
持
っ
て
1
時

間
で
す
。（
正
直
に
言
う
と
二
日
酔
い
の

朝
は
休
み
）
１
か
ら
３
ま
で
山
の
中
で

演
じ
ま
す
。（
観
客
は
小
鳥
、
時
々
は
鹿
、

馬
は
な
し
）
遠
慮
な
く
声
を
だ
し
て
自
分

を
褒
め
ち
ぎ
り
ま
す
。（
女
房
に
聞
か
せ

た
い
）
良
い
気
分
に
な
り
ま
す
。
男
の
歌

を
歌
い
ま
す
。
意
欲
が
わ
き
ま
す
。
俺
は

大
き
い
ぞ
！
夜
、
布
団
の
中
で
は
、
今
は

特
に
や
る
事
が
な
い
の
で
、
元
気
の
出
る

独
り
言
を
い
う
。
も
ち
ろ
ん
女
房
に
は
、

「
お
先
に
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
の

挨
拶
は
忘
れ
な
い
。
私
は
毎
日
健
康
で
す
。

村
松
氏　

い
つ
も
の
藤
倉
節
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
は
伊
藤
先
生
お
願
い
し

ま
す
。

伊
藤
氏　

私
は
循
環
器
科
の
医
師
で
す
が
、

そ
の
一
方
「
北
海
道
笑
っ
て
も
い
い
ん
で

な
い
会
」
の
笑
司
長
を
し
て
お
り
ま
す
。

食
と
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
に
つ
い
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

―北からの発信―
食と笑いで健康自立の道を

藤倉　肇
夕張市長

1941年夕張市生まれ。前夕張市長。1960年夕張
炭鉱生活協同組合入社、翌年、横浜ゴム入社。同社
で働きながら1966年日本大学経済学部（二部）卒
業。1981年ウイングスコーポレーションジャパン常
務取締役、2001年北海道ヨコハマタイヤ販売代表
取締役。2007年4月、夕張市長就任。
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な
ぜ
循
環
器
医
の
私
が
笑
い
に
興
味
を
持
っ

た
の
か
？
心
筋
梗
塞
は
、
驚
愕
し
た
り
怒
っ

た
り
し
て
冠
動
脈
の
内
膜
が
傷
つ
く
と
、
そ

こ
に
血
栓
が
で
き
て
発
症
す
る
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
く
ら
い
心
と
の
関
係
が

密
接
な
臓
器
な
の
で
す
。

高
血
圧
・
高
脂
血
症
・
糖
尿
病
・
肥
満
は

食
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
ま
す
。
生
活
習
慣
病

に
な
ら
な
い
為
に
は
良
い
物
を
考
え
な
が
ら

食
べ
る
。
歩
く
。
そ
し
て
お
お
い
に
笑
う
こ

と
で
す
。
笑
う
と
、
体
内
の
異
物
を
攻
撃
す

る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
が
活
発
化
し
て

免
疫
力
が
高
く
な
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い

ま
す
。

同
じ
く
ら
い
涙
を
流
す
こ
と
が
体
に
良
い

こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
何
か
悩
ん
だ

り
し
た
時
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
泣
い
て
す
っ
き

り
し
て
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
長
い

ス
ト
レ
ス
状
態
に
は
笑
い
の
ほ
う
が
良
い
と

思
い
ま
す
。
笑
顔
を
作
る
だ
け
で
脳
が
騙
さ

れ
て
体
に
も
良
い
効
果
が
あ
り
ま
す
。
健
康

だ
か
ら
笑
う
の
で
は
な
い
、
笑
う
か
ら
健
康

な
の
で
す
。

私
の
生
活
習
慣
病
予
防
療
養
の
心
構
え
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
楽
し
ん
で
生
き
る
こ

と
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
て
悪
い
食

習
慣
を
正
す
。
過
度
の
肥
満
に
注
意
す
る
。

適
度
な
運
動
。
塩
分
控
え
め
、
タ
バ
コ
は
や

め
る
。
そ
し
て
掛
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と

で
す
。
持
病
は
長
生
き
の
友
。
現
代
の
医
療

プ
ラ
ス
皆
さ
ん
の
前
向
き
な
気
持
ち
の
二
人

三
脚
で
療
養
す
る
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
の
心
構
え
が
変
わ
れ
ば
、
皆
さ
ん

の
身
体
が
変
わ
り
ま
す
。

村
松
氏　

続
い
て
王
先
生
に
お
願
い
し
ま
す
。

王
氏　

東
洋
医
学
は
陰
陽
五
行
説
が
根
本
に
あ

り
ま
す
。
見
え
る
病
状
だ
け
を
考
え
ず
、
見

え
な
い
体
の
中
の
状
態
を
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
私
は
患
者
さ
ん
が
来
ま
す
と
、

こ
れ
は
病
気
本
来
の
症
状
か
、
あ
る
い
は
受

け
て
い
る
治
療
か
ら
来
る
症
状
な
の
か
見
極

め
て
対
処
し
て
い
ま
す
。
肝
心
脾
肺
腎
の
巡

り
が
良
く
な
っ
て
初
め
て
健
康
な
状
態
で
す
。

ま
た
、
衣
・
食
・
住
・
教
・
法
が
き
ち
ん
と

保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
正
し
い
医
療
、
ち

伊藤　一輔
国立病院機構函館病院院長　医師

1947年北海道大樹町生まれ、十勝・陸別町育ち。
1971年弘前大学医学部卒。専門は、循環器内科、循
環器心身医学。北海道大学医学部循環器内科、東京
女子医大付属日本心臓血圧研究所、国立病院機構西
札幌病院などを経て2005年より現職。日本笑い学会
理事と同会の北海道支部長を務め、笑いと健康に関
する講演を各地で行っている。医学博士。著書に「よ
く笑う人はなぜ健康なのか」（日本経済新聞出版社）
など。

王
東診療所　医師
NPO法人日本綜合医学会　理事

1940年6月、神戸市生まれ。「医療とは何か？」自
問を続けて「食」がものの始まりと知り、「一に養生、
食養、二に薬」の診療姿勢を崩さず。日本綜合医学
会理事兼学術委員。東診療所所長小児科医、漢方内
科。NHPインターナショナル、メディカルサプリメント
アドバイザー。日本綜合医学会食養学院食養指導士
コース在学。古典鍼灸「鍼和会」山下健先生に師事、
学習中。「手当てのきほん　おさらい帖」（小学館）
他著書多数。
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ゃ
ん
と
し
た
食
べ
物
、
住
む
所
が
あ
れ
ば
人

は
生
き
て
い
け
る
。
そ
の
う
え
で
学
び
、
子

孫
を
教
育
す
る
。
法
と
は
個
人
で
言
え
ば
哲

学
の
こ
と
。
生
き
抜
い
て
や
る
と
い
う
強
い

決
心
で
す
。

私
は
65
年
間
、
医
療
と
は
何
か
を
考
え
続

け
て
き
て
、
行
き
着
い
た

と
こ
ろ
は
日
本
綜
合
医
学

会
の
食
養
学
院
で
の
食
養

で
し
た
。
西
洋
医
学
の
検

査
で
病
因
が
分
か
ら
ず
私

の
所
に
来
た
子
供
の
母
親

に
、
食
養
学
院
で
の
勉
強

を
お
薦
め
し
て
、
玄
米
菜

食
に
切
り
替
え
て
も
ら
っ

た
だ
け
で
、
薬
も
出
さ
ず

に
治
っ
た
症
例
も
あ
り
ま

し
た
。

で
も
日
本
の
病
院
、
特

に
小
児
科
の
先
生
方
は
食

べ
も
の
を
全
然
気
に
し
て

い
な
い
。
だ
か
ら
皆
さ
ん

は
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら

ま
ず
、
自
分
は
何
を
食
べ

て
、
ど
う
い
う
生
活
を
し

て
い
た
か
、
精
神
状
態
は

ど
う
だ
っ
た
か
。
自
分
の

体
を
自
分
で
観
察
し
て
、

自
分
で
治
せ
る
も
の
は
や

っ
て
ほ
し
い
。
医
療
の
自
立
で
す
。

私
の
よ
う
な
医
療
を
し
て
い
た
ら
医
療
費

は
か
か
り
ま
せ
ん
よ
。
私
は
世
の
中
か
ら
病

人
を
減
ら
す
の
が
医
者
の
仕
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の

体
は
自
分
で
治
そ
う
と
い
う
決
心
を
持
っ
て

生
き
て
く
だ
さ
れ
ば
、
そ
れ
は
難
し
く
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
松
氏　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
村
上

先
生
、
率
直
な
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。

村
上
氏　

夕
張
の
財
政
破
綻
で
病
院
も
潰
れ
ま

し
た
。
で
も
、
破
綻
を
き
っ
か
け
に
医
療
の

見
直
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
頑
張
り
ま

し
た
。
歩
こ
う
、
食
べ
物
を
見
直
そ
う
、
禁

―北からの発信―
食と笑いで健康自立の道を

村上　智彦
医療法人財団夕張希望の杜　理事長
日本綜合医学会北海道総支部　理事

1961（昭和36）年北海道生まれ。瀬棚町で日本初
の肺炎球菌ワクチン公費助成を実現。予防医療と地
域包括ケアに取組み町の老人医療費は大幅に減少。
2007年、高齢化率全国一、財政破綻のまち夕張に移
住。

予防と在宅医療を重視し、「支える医療」をキーワ
ードに新たな地域医療の再生とまちづくりに取り組
む。
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煙
し
よ
う
、
検
診
受
け
よ
う
、
口
腔
ケ
ア
を

や
ろ
う
、
予
防
接
種
を
受
け
よ
う
と
。
そ
う

し
た
ら
救
急
車
の
要
請
が
半
分
以
下
に
な
り

ま
し
た
。
や
は
り
食
べ
る
こ
と
が
最
も
健
康

に
大
事
で
す
。
今
日
は
、
大
き
い
病
院
に
行

か
な
く
て
も
、
高
い
薬
を
使
わ
な
く
て
も
偉

い
先
生
に
か
か
ら
な
く
て
も
、
健
康
づ
く
り

は
自
分
で
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識

で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

村
松
氏　

昇
先
生
は
カ
タ
カ
ナ
食
事
が
危
険
で

あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
世
の
母
親
の
多

く
は
そ
の
カ
タ
カ
ナ
食
事
を
子
供
に
食
べ
さ

せ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
ど
う
思
わ
れ
ま
す

か
。

昇
氏　

人
は
育
て
ら
れ
た
よ

う
に
し
か
育
て
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
言
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
自
身
が
す
で
に
、

日
本
の
伝
統
食
よ
り
ア
メ

リ
カ
の
食
事
に
慣
れ
親
し

ん
で
い
る
の
で
す
。
で
も

そ
の
ア
メ
リ
カ
で
は
世
界

の
長
寿
食
は
日
本
の
伝
統

食
だ
と
い
う
こ
と
を
ち
ゃ

ん
と
わ
か
っ
て
い
る
。
食

を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

元
気
で
長
生
き
で
き
る
の

で
す
。
そ
し
て
歩
く
。
悪

い
も
の
は
全
部
出
す
。
デ

ト
ッ
ク
ス
。
玄
米
や
生
野

菜
で
便
を
出
し
ま
す
。
呼

吸
も
連
続
し
て
吐
き
ま
す
。

大
事
な
こ
と
は
笑
う
こ

と
と
歌
う
こ
と
で
す
。
そ

し
て
人
に
話
を
聴
い
て
も

ら
い
、
心
の
憂
さ
を
出
す
。

そ
し
て
出
し
た
上
で
い
い

も
の
を
入
れ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
今
一
度

考
え
直
す
時
期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

村
松
氏　

最
近
サ
イ
レ
ン
ト
ベ
イ
ビ
ー
、
笑
わ

な
い
、
感
情
の
起
伏
が
少
な
い
子
供
が
増
え

て
い
る
と
い
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
解
消
で

内藤　貴文
医療法人健康会　おおあさクリニック院長　医師

1954年北海道滝川市生まれ。1981年札幌医科大
学部医学部卒業。専門は整形外科、リウマチ科、抗加
齢医学。札幌医科大学整形外科、救急集中治療部助
手を経て、1998年2月医療法人健康会おおあさクリニ
ック(江別市大麻)の院長に就任し現在に至る。健康
的に年齢を重ねるには、適度な運動と正しい食事、読
書が大切であると考え、健康長寿を目指す方々を応援
する医療を実施している。医学博士。江別医師会理
事。北翔大学非常勤講師。ＮＰＯ法人読書普及協会
チーム札幌キャプテン。
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き
る
と
お
考
え
で
す
か
。

伊
藤
氏　

昔
、
イ
ン
ド
で
狼
に
育
て
ら
れ
た
姉

妹
が
発
見
さ
れ
た
の
で
す
が
、
彼
女
ら
は
最

後
ま
で
笑
い
を
交
わ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
泣
く
、
笑
う
は
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ

て
最
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
言
語
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
幼
少
時
に
周
り

の
人
が
関
わ
ら
な
い
と
、
情
動
の
乏
し
い
感

情
の
な
い
子
供
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

王
氏　

東
洋
医
学
で
は
、
人
間
は
先
天
の
気
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
タ
ン
ク
を
生
ま
れ
持
っ
て
い

る
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
後
天
の
気

は
、
色
々
食
べ
て
体
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
蓄
え
た
分
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
私
の

見
て
い
る
限
り
で
は
、
命
の
無
い
食
べ
も
の
、

食
べ
物
も
ど
き
を
食
べ
て
い
る
人
が
多
い
。

だ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
生
命
力
が
無
い
。
そ

う
す
る
と
子
供
た
ち
は
表
情
が
乏
し
く
な
り

ま
す
。
食
べ
物
が
変
わ
っ
て
く
る
と
み
ん
な

生
き
生
き
し
て
き
ま
す
。

村
松
氏　

人
間
の
精
神
に
最
も
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
の
は
孤
独
感
や
無
力
感
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
夕
張
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

村
上
氏　

夕
張
市
は
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
が

１
，
８
０
０
人
く
ら
い
。
う
ち
の
医
療
セ
ン

タ
ー
で
今
一
番
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
高

齢
者
を
パ
チ
ン
コ
屋
や
回
転
寿
司
、
買
い
物
、

お
祭
り
に
連
れ
て
行
っ
た
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
や
っ
た
り
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
た

ち
が
歳
を
取
っ
た
時
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い

こ
と
を
や
ろ
う
、
そ
の
た
め
に
医
療
が
あ
っ

て
福
祉
が
あ
る
と
い
う
考
え
に
切
り
替
え
て

い
ま
す
。

村
松
氏　

昇
先
生
、
最
後
に
今
日
の
感
想
を
お

願
い
し
ま
す
。

昇
氏　

最
近
グ
ル
メ
が
流
行
っ
て
い
ま
す
ね
。

味
は
何
で
決
ま
る
と
思
い
ま
す
か
？
誰
と
食

べ
る
か
誰
と
飲
む
か
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
？
そ

れ
で
決
ま
り
だ
と
思
い
ま
す
。

村
松
氏　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

を
機
会
に
ご
来
場
の
皆
様
に
は
ぜ
ひ
日
本
総

合
医
学
会
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
閉
会
の
挨
拶
を
医
療
法
人
健
康
会

大
麻
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
内
藤
貴
文
院
長
に
お
願

い
し
ま
す
。

内
藤
氏　

本
日
は
第
４
回
北
海
道
大
会
に
ご
参

加
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
笑
い

と
涙
、
そ
し
て
食
事
の
大
切
さ
が
お
分
か
り

に
な
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
整
形
外
科

医
で
す
が
、
整
形
外
科
と
食
事
の
関
係
を
一

番
感
じ
る
の
は
中
年
の
女
性
の
方
の
ひ
ざ
の

痛
み
で
す
。
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
肥
満
で
す

ね
。
５
キ
ロ
痩
せ
れ
ば
ひ
ざ
の
痛
み
は
消
え

る
の
で
す
。
食
事
に
気
を
つ
け
れ
ば
、
肥
満

は
絶
対
解
消
さ
れ
ま
す
し
、
他
の
病
気
も
よ

く
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
今
日
の

お
話
を
日
々
の
生
活
に
役
立
て
て
、
内
臓
も

手
足
の
関
節
も
健
康
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
本
当
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

―北からの発信―
食と笑いで健康自立の道を

村松　弘康
NPO法人北海道活性化センター Tactics代表理事　弁護士

1946年北海道足寄郡陸別町生まれ。1970年、早稲田大学法学部卒
業。1977年4月弁護士登録、1995年4月札幌弁護士会副会長。1999年
北海道大学大学院法学研究科民事法専攻修士課程修了。札幌弁護士会
司法改革推進委員会委員長、同司法改革推進本部本部長代行、日弁連
司法改革実施対策会議委員等を歴任。日弁連と札幌弁護士会において
司法改革問題に取り組んでいる。主な担当事件として、市立病院救命救
急センター事件、日本投資者保護基金に対する補償金請求事件（南証
券事件）、他所見の乏しい高次脳機能障害患者について、高次脳機能障
害を認めさせた事例（最高裁）、等多数。論文として、「法曹一元論議、こ
こが足りない」（週刊法律新聞2001年1月5日）等多数。
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一家に1枚！ 健康に過ごすためのおすすめCD！

「健康への道 食事道のすすめ」
～病気に打ち勝ち、免疫力を高める食事～

20年に渡り、食事指導をしてきた当財団理事、真山政文が免疫力を高め、
病気を予防し、克服するため食事法について話します。

2010年6月FMアップル（札幌）に出演、放送されたものです。

■販売内容　1枚300円（税込）
　◦一度のご注文が5枚以上の場合、送料無料（送り先1カ所分）。　
　◦1～4枚の場合は1回につき送料200円（税込）をご負担いただきます。

■ご注文は、お電話かＦＡＸでお受けします。
　◦ＦＡＸの場合、お名前、ご住所、お電話番号、FAX番号、ご注文枚数を記入の上、
　　送信してください。

■代金のお支払い
　◦お申込み後、郵便局より下記口座にお振込みいただき、入金確認後の商品発送となります。
　　（振込手数料はご負担ください）
　口座番号：０２７３０－０－９８２５８　　口座名：食と健康財団

■申込先・お問い合せ先
　一般財団法人 食と健康財団
　札幌市北区北12条西1丁目1-１　電話011-736-3000　FAX011-736-3003

真山政文プロフィール
昭和57年 室蘭工業大学卒業（腐
食科学・環境工学を専攻）。急病
で療養中に玄米食に出会い、その
食効により健康を回復。一般財団
法人食と健康財団理事。
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み
な
さ
ん
は
食
事
を
す
る
と
き
、
よ
く

噛
ん
で
食
べ
て
い
ま
す
か
？

よ
く
噛
む
こ
と
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
を
丈

夫
に
し
ま
す
。
唾
液
も
た
く
さ
ん
出
る
た

め
、
健
康
づ
く
り
や
健
康
長
寿
に
役
立
ち

ま
す
。

今
回
は
、
身
近
だ
け
ど
あ
ま
り
知
ら
な

い
歯
と
よ
く
噛
む
こ
と
に
つ
い
て
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

【
歯
】
の
機
能

　

歯
の
大
き
さ
や
形
、
歯
並
び
な
ど
は
、

あ
る
程
度
遺
伝
的
な
要
素
に
よ
り
ま
す
が
、

丈
夫
で
健
康
な
歯
を
つ
く
る
に
は
、
食
べ

物
や
生
活
習
慣
な
ど
後
天
的
な
要
素
が
重

要
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

歯
を
発
達
さ
せ
る
に
は
、食
べ
物
を「
よ

く
噛
む
」
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。

よ
く
噛
む
こ
と
で
、
あ
ご
の
筋
肉
が
発

達
し
、
歯
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が
し
っ
か
り
補

給
さ
れ
、
虫
歯
に
な
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

カ
レ
ー
や
ラ
ー
メ
ン
、
バ
ナ
ナ
、
パ
ン

な
ど
子
ど
も
が
好
む
も
の
は
、
柔
ら
か
く

あ
ま
り
咀
嚼
す
る
必
要
が
な
い
も
の
が
多

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

た
く
わ
ん
、
豆
、
玄
米
な
ど
、
よ
く
咀

嚼
す
る
必
要
が
あ
る
食
材
を
積
極
的
に
食

事
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
食
事
の
際
に
は
１
口
に
つ
き
三

十
回
噛
む
こ
と
を
習
慣
化
す
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。

よ
く
噛
む
こ
と
で
、
歯
や
あ
ご
の
発
達

が
よ
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
胃
腸
や
脳
が

刺
激
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
胃
腸
の
負

担
を
軽
減
し
、
脳
へ
の
血
流
を
促
進
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
子
ど
も
の
み
な
ら

ず
成
人
・
高
齢
者
に
も
共
通
し
、
噛
み
応

え
の
あ
る
も
の
を
し
っ
か
り
と
咀
嚼
す
る

こ
と
で
、
心
身
の
老
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
。

丈
夫
な
【
歯
】
を
つ
く
る
に
は
…

丈
夫
な
歯
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
カ
ル

シ
ウ
ム
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
と
い
っ
た
栄
養
素

を
し
っ
か
り
摂
取
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
は
歯
や
骨
の
材
料
に
な
る

も
の
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の

吸
収
率
を
向
上
さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
お
菓
子
や
清
涼
飲
料
水
な
ど
に

含
ま
れ
る
白
砂
糖
は
、
吸
収
の
際
に
カ
ル

シ
ウ
ム
を
消
費
し
て
し
ま
う
の
で
、
摂
り

過
ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
咀
嚼
の
健
康
効
果
◆

①
唾
液
の
分
泌

◦
消
化
吸
収
ア
ッ
プ

◦
殺
菌
作
用

◦
免
疫
力
向
上

◦
食
品
添
加
物
な
ど
の
分
解

②
血
行
促
進

◦
脳
へ
の
血
流
ア
ッ
プ

◦
首
、
肩
の
こ
り
予
防

③
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果

◦
少
量
で
満
腹
感
を
得
ら
れ
自
然
と
腹

八
分
目
に

④
虫
歯
・
歯
周
病
予
防

◦
歯
表
面
の
プ
ラ
ー
ク
が
つ
き
に
く
く

な
る

◦
歯
ぐ
き
の
血
行
が
よ
く
な
る

●
ま
と
め

歯
に
も
そ
れ
ぞ
れ
役
割
が
あ
り
、
人
間

に
は
人
間
に
適
し
た
食
べ
物
・
食
べ
方
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
番
最
初
に
消
化
吸
収
の
機

能
を
果
た
す
の
が
口
の
中
で
す
。

食
べ
る
も
の
と
食
べ
方
を
見
直
し
て
、

歯
の
強
化
を
意
識
し
、
健
康
長
寿
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

■参考文献
　改訂新版　栄養成分の事典（新星出版社）

一般財団法人　食と健康財団　管理栄養士　新妻 志乃

〝歯を丈夫にして”
健康的な生活を
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◦「食と文化フォーラム」の開催
��

　第17回食と文化フォーラムより（2011.4.10） 

◦広報誌「輝」の発行
　食生活の改善や料理レシピなど健康生活の情報誌
◦初夏と秋の「食と健康元氣ツアー」
　夏はイチゴ狩り、秋はジャガイモなどの収穫祭を実施��
◦各地での「食と健康フォーラム」の開催
　函館市、夕張市、留萌市、洞爺湖町、松前町などと
　連携して開催���

健全な食生活・食の安全と安心を推進する
〜「食育」それは生きる上での基本〜

詳細は当財団 TEL 011-736-3000 FAX 011-736-3003 まで

財団賛助会員
ただいま募集中!

【個人会員】
1口 5,000円 1口以上

※口数に制限はありません。
※期間はご入金の月より1年間とします。

◦「食と健康通信」の発刊
　さまざまな健康づくりのノウハウを盛り込んだ小冊子
◦電話による食生活・栄養相談
　管理栄養士が担当します
◦料理教室の実施
　自然食の料理教室

健全な食生活・食の安全と安心を推進する

夏
野
菜
の
マ
リ
ネ

 

■ 

材
　
料
（
４
人
分
）

赤
ピ
ー
マ
ン
、
黄
ピ
ー
マ
ン
……
…
各
1
個

茄
子
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
本

セ
ロ
リ
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1/2
本

き
ゅ
う
り
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
本

油
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
適
量

粗
塩
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
適
量

〈
調
味
料
〉

酢
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
２

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
……
…
…
…
…
小
さ
じ
２

粗
塩
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
少
々

■ 

作
り
方

①　

赤
ピ
ー
マ
ン
、
黄
ピ
ー
マ
ン
、
茄
子
は
一

口
大
に
切
り
油
で
炒
め
る
。

②　

セ
ロ
リ
は
ス
ジ
を
取
り
、
き
ゅ
う
り
は
一

口
大
に
カ
ッ
ト
し
、
軽
く
塩
も
み
し
て
洗
う
。

③　

調
味
料
と
①
②
を
よ
く
な
じ
ま
せ
る
。

④　

そ
の
ま
ま
冷
蔵
庫
で
30
～
60
分
冷
や
し
て

か
ら
盛
り
付
け
る
。

赤
ピ
ー
マ
ン
、
黄
ピ
ー
マ
ン
に
は
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
、
Ｅ
、
β
―
カ
ロ
テ
ン
が
豊
富
に

含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
３
つ
は
抗
酸
化
物
質
と
し

て
代
表
的
な
ビ
タ
ミ
ン
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
や
β

―
カ
ロ
テ
ン
に
は
紫
外
線
に
よ
り
発
生
し
た
活

性
酸
素
を
除
去
す
る
働
き
が
あ
り
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
は
シ
ミ
の
も
と
で
あ
る
メ
ラ
ニ
ン
色
素
の
生

成
を
防
ぐ
働
き
が
あ
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
成
分

は
熟
し
て
赤
や
黄
に
な
っ
た
時
の
方
が
増
加
し
、

青
ピ
ー
マ
ン
に
比
べ
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
２
倍
、

β
―
カ
ロ
テ
ン
は
２
・
７
倍
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は

５
倍
も
含
ま
れ
ま
す
。
紫
外
線
が
強
い
こ
の
時

期
、
お
肌
を
守
る
強
い
味
方
に
な
る
で
し
ょ
う
。

一
般
財
団
法
人　

食
と
健
康
財
団　
　
　
　

管
理
栄
養
士　

杉
山 

美
和

１
人
分 

54 

kcal

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ 

85
㎎

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ 

2.1
㎎

β
―
カ
ロ
テ
ン 

４
４
０
µg

一般財団法人食と健康財団
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6月22日（水）実施食
の
安
全
・
安
心
や
伝
承
的
食
文
化

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、

今
年
も
恒
例
の
初
夏
の
「
食
と
健
康
元
氣

ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
あ

い
に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
36
名
（
う

ち
32
名
は
初
め
て
）
の
方
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に
洞
爺
健
康
館
に
て
、
岩
崎

理
事
長
に
よ
る
『
食
と
健
康
』
に
関
す
る

講
演
を
行
い
、『
食
の
安
全
・
安
心
』
や
、

食
事
が
い
か
に
大
切
か
な
ど
を
再
認
識
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
昼
に
は
ツ
ア
ー
特
製
の
『
食
事
道

膳
』
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
日
本
人
の
適
応
食
で
あ
る

玄
米
や
、
身
土
不
二
で
あ
る
地
元
・
洞

爺
で
有
機
栽
培
さ
れ
た
野
菜
を
た
っ
ぷ

り
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

洞
爺
自
然
農
園
で
の
イ
チ
ゴ
狩
り
で

は
、
今
年
は
天
候
の
影
響
で
イ
チ
ゴ
の

生
育
状
況
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

当
日
は
真
っ
赤
に
色
づ
い
た
イ
チ
ゴ
が

多
く
、
み
な
さ
ん
、
そ
の
場
で
食
べ
た

り
、
お
み
や
げ
用
に
持
ち
帰
っ
た
り
と

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

帰
り
は
、
と
う
や
水
の
駅
に
立
ち
寄

り
ま
し
た
。
と
れ
た
て
の
野
菜
を
購
入

す
る
方
が
多
く
、
み
な
さ
ん
手
み
や
げ

を
い
っ
ぱ
い
に
し
て
、
一
路
、
無
事
に

札
幌
に
帰
着
し
ま
し
た
。

食と健康元氣ツアー

北
の
国
か
ら
発
信
す
る「
人
間
力
と
は
」

（
食
と
健
康
財
団
共
催
）
が
平
成
22
年
２

月
３
日
札
幌
時
計
台
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

不
安
な
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
人
間

力
は
感
性
か
ら
生
ま
れ
る
と
す
る
感
性
哲

学
の
創
始
者
の
吉
村
思
風
氏
、
家
庭
環
境

な
ど
が
原
因
で
保
護
者
と
暮
ら
せ
な
い
少

年
を
受
け
入
れ
、
農
作
業
な
ど
の
実
習
を

通
し
て
自
立
を
目
指
し
て
い
る
北
海
道
家

庭
学
校
校
長
の
加
藤
正
男
氏
、
単
独
・
無

酸
素
で
８
千
メ
ー
ト
ル
の
山
々
に
挑
む
登

山
家
の
栗
城
史
多
氏
、
食
と
健
康
財
団
理

事
長
岩
崎
輝
明
氏
ら
５
人
の
講
師
を
お
招

き
し
、
人
間
力
を
い
か
に
形
成
す
る
か
、

人
間
力
を
ど
の
よ
う
に
発
揮
し
て
ゆ
く
か
、

そ
の
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
各
分

野
の
リ
ー
ダ
ー
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。当

日
は
定
員
１
５
０
名
の
開
場
が
満
席

と
な
り
参
加
者
の
皆
様
は
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

北の国から発信する
人間力とは
平成２２年２月３日開催
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一
般
財
団
法
人　

食
と
健
康
財
団　

専
務
理
事　

岩
崎 

謙
司

２
０
１
１
年
３
月
11
日
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
衷
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
い
地
域
の
復
興
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

「
想
定
外
の
事
態
・
安
全
神
話
」
が
崩
壊
し
た
今
、

現
代
社
会
は
自
然
の
前
で
は
謙
虚
で
あ
る
べ
き
だ
と

い
う
教
訓
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ

ー
と
い
う
未
来
の
物
語
、
人
間
に
も
制
御
で
き
な
い

機
械
・
技
術
の
世
界
は
単
な
る
シ
ネ
マ
だ
け
の
話
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
て
、「
食
べ
物
を
変
え
る
と
人
生
が
変
わ
る
」

ま
た
「
妊
娠
5
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
は
耳
が
全
部
聞
こ

え
、
母
親
が
赤
ち
ゃ
ん
を
心
臓
の
側
に
抱
く
の
は
意

味
が
あ
る
」
な
ど
昇
幹
夫
先
生
の
講
演
の
抜
粋
を
今

回
掲
載
し
ま
し
た
。

「
国
は
民
を
以
っ
て
命
と
し
、
人
は
食
を
以
っ
て

命
と
す
る
」（
宝
徳
寺
）

い
ま
こ
そ
「
生
命
の
源
、
食
の
ち
か
ら
を
再
度
認

識
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
堅
実
な
も
の
に
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
持
続
可
能
な
将
来
へ
の
私
た
ち
の
義

務
で
は
な
い
か
。
日
本
の
食
文
化
を
世
界
無
形
文
化

遺
産
に
登
録
す
る
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

当
財
団
は
今
後
と
も
皆
様
と
と
も
に
歩
み
、
新
し

い
風
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

編
集
後
記

編
集
後
記

この広報誌は、大豆油を使用
したインキで印刷しています。

第２部　パネル・ディスカッション

第１部　基調講演

日本綜合医学会　第５回北海道大会
―北からの発信―

東日本大震災の復興を支援しましょう

食養と健康長寿の道を

お問い合わせ先　日本綜合医学会北海道総支部事務局　岩崎・新妻・杉山
TEL 011-736-3000 FAX 011-736-3003

平成23年10月16日（日）
開場 13：00　開会 13：30　閉会 16：35

日　時

道民活動振興センター かでる2・7
札幌市中央区北２条西７丁目　TEL 011-204-5100

会　場

1,500円　※入場料の一部を東日本大震災で被災された皆様の
　救援金として被災地に送らせていただきます。　入場料

－いまいち身体が、糖尿病の医師が克服したその秘訣とは―

今、よみがえる食養と生活習慣病
座　長 吉木　　敬 氏 （日本綜合医学会北海道総支部・北海道大学名誉教授）

講　師 渡邊　　昌 氏 （NPO日本綜合医学会 会長・元国立がんセンター研究所疫学 部長・
   社団法人　生命科学振興会　理事長）
  著書　『食事でがんは防げる』（光文社）
  　　　『薬なし食事と運動で糖尿病を治す』（講談社）

お口の悩みありますか？お口のなかからいのちを診ます
－口は口福のもと、食養と口腔ケアについて－
コーディネーター 村松　弘康 氏 （NPO法人北海道活性化センターTactics代表理事 弁護士）

パ ネ リ ス ト 兼平　　孝 氏 （北海道大学 歯学研究科 講師）

 蓑輪　隆宏 氏 （医療法人社団 白水会 理事長・木の実歯科 院長）

 岩崎　輝明 氏 （NPO法人日本綜合医学会 理事長）

 坂井美恵子 氏 （北ガスクッキングスクール総括主任講師・管理栄養士）

渡邊　昌 氏


